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山口縣玖珂郡桑根村付近の地質及び灰重石鉱床
＊

柏 木 日 出 治

緒 言

本研究は広島文理科大学における1952年度卒業論文として研究せるものであり，ここに

報告し各位の御批判と御教示を願う次第である。

本地域は山口県の東部に位し， 朱国市より北方約50kmにある。 クングステン鉱未地域

として古来有名であり，北方に河山鉱山があり，南方にマンガン鉱床地域がある。

本研究のおもなる目的は灰軍石鉱床の鉱床学的研究，とくに鉱物の共生関係，地質構造

との関係及び成因に関する考察であり，それとともに領家外縁帯と三郡•本山変成岩類と

の境界にあたる本地域は構迅地四学的に問類があるので，それらについて調査研究するこ

とであつた。

本研究泄行にあたつて絶大なる御指導と御助言をいただいた木野崎吉郎教授・小島丈児

教授•秀講師に対し，ここに記して深測の意を表する次第である。 また種々御教示及び御

便宜を与えられた東京大学今井秀喜助教授及び生高鉱山の富田博氏・田中鉱業株式会社の

黒濯信虎抜師に対して深く感謝する。

般 地 質

本地域の北方及び南方においては，広島文理科大学における研究の結果，その地竹が明
(1訟

らかにせられている。最近に至り，東京大学小林貞ー教授は三郡•本山変成岩類の源岩相

たる都濃層群と領家外緑帯の源岩相たる玖珂層群とを一括して山口陪群とし，その上部は
(3) 

二甍石炭紀に属するものとせられた。 しかるに一方，小島丈児教授らによつてかような：：：

陪群を一括するという考えかたに，大いなる批判が加えられ始めた。 すなわちそれら二層

群には井［荏の時代的相迎があるとするのがより可能l出が大で ある と考え られてきたので
(4) 

ある。

本地域に発逹する岩石はいわゆる領家そのものの変成朱類とは様相をことにし，それと

の境界はほぼ岩徳線に沿つているものとせられている。 しかして，北方に位する三郡•本
(5) 

山変成岩類との中間にあたる本地域に対して，＇領家外緑帯という名称が用いられている。

本地域に分布する岩石はチャート・頁岩•砂岩•石灰岩・含角礫剪断頁岩 (breccia

bearing shear-slate) • J分岩の六種である。

チャ ー トは領家外緑帯を特徴づけるものであり，その大部分は巾 1~4cm の縞よりな
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る縞状チヤ・一トである。地質図にもみられるごとく，2km位の大きな波長でもつて摺曲

し，その岩体自身の中でまた小さくminor・foldingをなしている○このためチヤートの

贋理は概して地質図作製のための資料に適しない（地質図中のチャートの岩体中に記せる

走向・傾斜は細かな摺曲をしていない部分，あるいはチヤー一“ト中に含まれている頁岩の層

理面を測定せるものである）。かかる著しいminor－feSdingは摺曲軸の方向に統一性が

く，かつ摺曲は鏡角的であるが，各の帯は破陣せられてはいない。

　頁岩は本地域内で最も卓越せる岩石であるo地質図に示せるごとく，チヤー…iトと頁岩は

多くの場合たがいに漸移関係を示す。すなわちチヤ・・トの中に頁岩の斑点が少し牽つ入り・

次第にそれが多くなつてついに頁岩に変る6またこの頁岩の岩休中には多くの小規模のチ

ャーptト・石灰岩・砂岩の岩体を含んでいることがある。一般的な線方向はN70°～8◎°W

でほぼ30°Wおちであるo一般にホルンフェルス化し，黒雲母。緑簾石。維泥石・絹雲母

を含んでいる。

　砂岩は地質図に示せるごとく，本地域内の北寄りの部分をほぼNEよりSWに走つてお

り，極めて明僚に追跡が可能である◎しかし三瀬川北方の臼浦橋付近の断暦のためそれ以

西には連続しない。厚さは300～500mである。この砂暑は一般に頁岩の小岩体を多く挾有

している。ホルンフヱルス化のため黒雲母。絹雲母ができており，石英・曹長石’微斜長

石・褐簾石。搦石・黒雲母が残つている。曹長石には動力作用のため鏡下に双晶線が破砕

したり曲つたりしているものが多くみられる。

　石灰岩は地質図にはとくに大きな岩体以外は示さないが，所々に大体層羅を一致してで

てくる◎その岩体は頁器あるいはチヤ・・　〉の層理と無関係にレンズ状ではなく・不規則揮

状に他の岩体中に突如としてみられる。またこの石灰暑の小岩体は後述のごとく，背斜軸

上にとくに多く散在していることは興味ある事実である。ほとんど結晶質であり，そのた

め化石を有するものはない◎

　含角礫勢断頁岩は主として砂岩の北飼に分布しており礎向N70◇～8◎°E，傾斜3◎°～4◎°

Nである。しかしながら，砂岩以南の所々に小岩体があるが，規模が小さいため地質図に

は示さないσ準片岩化せる頁岩をmatrixとし，なかに主として拳大あるいは人頭大の紡
　　　　　　みぷ
錘形の角礫を多くもつている。その角礫はチヤー’一’ト・砂岩。石灰署・珊岩であり，チヤP

ト。砂岩を最もふつうとし，他はきわめてまれで局所的にみられるのみである。角礫中の

鉱物は動力作用のため鏡下に波動酒光をし，あるいは双晶線が破碑せられたりしているの

が多くみられる。北方にいくにつれ，角礫は次第に少なくなり完全な三郡・本山変成署類

xxある岩石中に存在する畏種岩眉の小さな塊に対する意味で用いたものであり，この場合水磨による

　ごとき滑らかな円みではなく，角ばつていてしかも細獲い影である6
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の結晶片岩に漸移する。かような岩相上の特徴と後述のごとき成因とを加味して含角礫勢

断頁岩と仮称する。

　紛岩は本地域に分布する唯一の火成岩である。珊岩に二種類あり，鳴谷にあるものは鏡

下に斜長石の双晶線の破砕せられているのがみられる。他の岩恢状跨岩と瑞相をことにす

る。おそらく他の多くの扮岩より古期のものにちがいない。これ以外の玲岩は無数の岩脹

をなし，規模が小さいため地質図には示さない。この岩脹状砺岩は他のすべてのものを’切

つており，動力作用もうけておらす，鳴谷のものとは全く別個のものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　地　質　構　造

　地質図に示せるごとく，四本の断層がある。北東系のものより北西系のものがより後期

であると思われるが，その池のものについては明確に前後関係を決定する資科がない。領

家外縁帯に属するチヤ・・ト及び頁岩は著しい背斜及び向斜構造をなし，その軸の方向はい

すれもほぼNSO°Wであり，一設的な線方向と一致している。

　領家外縁帯は未武川構造線によつて三郡・本山変成岩類と接している・と従来考えられ
　　（6）
て来た。しかしこの二者を境する未武川構造線は本地域内を通過しないことが剣明した。

さてしからば，三郡・本山変威岩類と領家外縁帯とはいかなる関係か・という聞題が必然

的におこつてこざるをえない。この間題解決のために，本地域内に分布する含角礫勢断頁

岩は重要なる意義をもつている。この岩石は完全なる固結の絡了しないうちに勢断力（sh・

earing　aCtiOn）がぱナこ1 らき，勇裂帯として形成せられたものと解釈すべきである・その

作用は衝上性のものかあるいは千行移動性のものか・本地域内の小範囲の調査においては

いヤれとも決定しうる明確なる証拠がない。領家外縁帯はこの領家的な様相と三郡゜本山

的な様相との組み含わさつた含角礫勢断頁岩の一つの帯を境として・三郡・本山変成岩類

に漸移する。

鉱 床

　　　　　　　　　　　　　　　　概　　　要

　地質図に示せるごとく，本地域内には多くの鉱床及びその露頭がある。以前はすべて銅

鋭して欄せられていナ・ものである力槻在はタングステン幣要なる燗こされてい

る。本地域内のタングステン鉱床は従来接腿鉱床といわれてきナこ。しかしながら，運鉱岩

と考えられる火成岩は本地域内にまつたくみることができす・また後述の石英脈型の鉱床

はスヵルンをまつたく件なわない。最近に至り，タングステン鉱物たる灰重石は熱水鉱物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8｝
であるということが強く主張せられるようになつ7こ。ともあれ・本地域内に分布する鉱床
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をすべて接腿鉱床とする従来の考え方は批判せられなければならないと思う。

　含タングステン鉱物は灰重石のみであり，他の鉄満俺重石等はみあたらない。

　本地域内にある一一籍の鉱床は次の二型式に分類できる。すなわち，

　　　1．石英脹型’（玖珂鉱山出合鉱床型）

　　　2．スカルン型（生高鉱山太宝鉱床型）

である。これは鉱床の形及び共生鉱物との関係によつて分けたものである。

　　　　　　　　　　　　　　　1石　英脈　型

　この型式の鉱床は玖珂欽」」出合鉱床が最も典型的なものである。母岩は殆んざの場合チ

ヤートであり，少量の頁岩及び石灰岩が混在している。ホルンフエルス化して珪化作用が

著しく，僅かに電気石化作用もうけている。

　このチヤート及び頁岩を大休東西系の脈巾0．3～30cmの石英脹が切つている。灰重石は

脈巾3～6cm位のものに多く，また石灰岩の小岩体に近すくほど多くなる。あるいは，…

つの脹については母岩の隙こ多く付著している。けれこも，石灰岩はこの石英脈には切ら

れておらす，石灰岩中では石英脹型の鉱床は後述のスカルン型の鉱床へ移過している。

　この型式に属する鉱床の灰重石の結晶粒子は一一般に大きく，大なるものは直径2～3cm

にも及メミ。（111）面の発達がよく，色は日本人の皮膚の色に似ている。他形結晶はほとん

どまれで，多くの場合自形結晶である。灰重石以外の鉱物の粒子は脹の中央のものほど大

きいo

　共生鉱物は灰重石・石英・氷長石・絹雲母・線泥石・方解石・輝7k鉛鉱・黄鉄鉱・硫砒

鉄鉱であり，それら相互の関係は表に示せるごとくである。

　　　　　　　　　　　　　　2ス　カル　ン1型’

　この型式の鉱床は多く，なかんすぐ，生高鉱山太宝鉱床はその典型的なものである。

　母岩はチヤート・頁岩・石灰端であり，前二者はホルンフエルス化し，黒雲母・石英・

陽起石ができており，石英・螢石。方解石の細脈が多い。石灰岩は鉱体に近すくにつれ，

純白糖晶質の部分と不純物の部分とが明瞭に分離している。坑内にみられる頁岩及びチヤ

“一’ トの走向傾斜にはほとんど統一一性がない。一般にチヤート及び頁岩と鉱体の接する部分

は漸移であるが，石灰岩とは多くの場合明僚なる境界線を有する。鉱体の形はきわめて不

規則な塊状であり・そ9ため鉱体の形を正確にきめることは困難であるQ

　共生鉱物は透輝石（ヘデンベルグ輝石）・柘榴石・錫石・螢石・灰重石・石英・氷長石・

陽起石・燐灰石。黄鉄鉱・磁硫鉄鉱・閃亜鉛鉱・黄銅鉱・絹雲母・方解石・線泥石であり，

それら相互の関係は表に示せるごとくである。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Paragenic　　RelationS
　　　　　　　　　　で一　　　　　　　　　　carlier
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1こUcr　　　　　　eq、
　　　diopsidc
　（hedenbcrgitc）

　　　garnct　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨一一

　　　c［ls51tc【’itc

　　f1し10ritc

　　schcclitc　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：噌：一：：＿一＿＿印＿＿＿＿＿一＿●

　（luartz　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一蝉一一〇一一咽一一甲一一一甲一一卿・，9

　adUlttria　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿一＿一＿一一．＿一＿一．＿・・一一＿－

　aCtinOlite

　al）atite

　pyritc　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－・・一．一一＿一？

　pyrrhotitc

　Sl，haleritc　8

　chalCbs　pyri　tc

　bcricite　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－．・o，一・．－

　C‘tlcitc

　cjllorite

niolybdenite　　　　　　　　　－・噛騨一一。一一一一一？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のロロコ　　コ　のロロコのコ　つarscnOPyr｛【e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　・k・m－type，　　　　　　一。・一一一・一・。（t・．1・tz－vein・・typc，

　　　　　　　　　　　　　地質構造との關係

　地質図を一見してわかるごとく，領家外縁帯は著しい背斜及び向斜構造をなしているQ

この構造は北方の砂岩及び含角礫勇断頁岩に至つて清滅している。鉱床及びその露頭の位

置を地質図上に点をもとめると，鉱廉群の配列帯は背斜軸と一致していることがわかる。

その反面、向斜軸上には鉱床はまつたくない。また前述のごとく石灰岩は他の部分に比し

てこの背斜軸上に点々ととくに多くの小岩体がある。スカルン型はこの背斜軸上の石灰岩

を交代しているのである。他方石英脈型はこの石灰岩の近くにできているのである。換言

すれば，爾型の鉱床共稼行の対象となりうるものは背斜軸上の石灰岩に近いところのもの、

あるいはそれを母岩とするものに限る（石灰岩の付近．以外の灰重石鉱床は低品位のため稼

行の対象となりえない）。W．H．Emmonsはかような：購造的関係（structual　coコtro1）
　　　　　　　　　　　　　　　（9）
について卓見を述べている。柴練

ecx“e　Beds　of　Limestone　or　other　beds　compressed　into　fo［ds　and

thickened　at　crests　of　folds　may　be　replaced　by　ore　after　folding．

Minera正matter　may　be　introduced　into　openings　at　axe30f　anticlines

where　brittle　beds　have　bgen　fractured　across　the　beddir】g．
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　要するに，ネ習曲運動によつて背硲「構造の背部に多くの裂舞ができ，それに沿つて鉱化液

が上昇し，同時に背斜軸上で厚くなつたところの石灰岩は灰重石沈澱のためによき母岩と

なつたのであるo

　　　　　　　　　　　　　　　　鑛床生成期

　地下で生成した鉱床の生成当時の温度を定量的にもとめようとする，いわゆる地質温度

計の研究が現今さかんに行なわれている。たとえば鉱物中の液泡または気泡の包裏物の加

熱による爆発開始温度を測定して，その鉱物の生成温度をもとめる方法，あるいは固溶体

形成時の不混和（unmixing）のおこる限界温度を利用しようとする方法なざである。筆者

はこの二者の応用を試みた。

　玖珂鉱山出合鉱床の石英賑型の石英を鉄乳鉢にて粉末とし，ユ20メッシュの飾にかけて

東京大学今井秀喜助教授に送付し，d3crepigraphの液泡爆発実験を依頼し，つぎのごと

き回答をえた。すなわち，

　「液泡の爆発開始温度は300°Cと思う。これれに地圧による補正をくわえて，生成の深

さが聞題になるが，かりにこれを地下2kmと仮定するとKennedyの補正表より40°Cの

補正値がでてくるので，生成温度は340°Cになるo」

　これはあくまで石英の晶出温度であつて，おもなる鉱物である灰重石の晶出温度を示す

ものではない。しかし表にも示せるごとく，石英の品出時期と灰重石のそれとは各相重な

つており，二者の時期がかけはなれているとは考えられない。従つて，石英の晶出温度は

灰重石の晶出温度に近いとするもあまり大なる差異はないであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）
　つぎに東北大学山江徳載及び萱木浅彦はつぎのごとき研究を行つている。eeeeeex　すなわ

ち，閃亜鉛鉱中に規則的にあるいは不規則に散在する黄銅鉱は生成当時の固溶休の不混和

（unmix．1ng）によるものと解し，加熱及び冷却により不混和のおこる限界温度をもとめ・

350～400°Cとしている。

　スカルン型の鉱石にはかような閃亜鉛鉱中に黄飼鉱の不混和による構造が多くみいださ

れる。以上の定量的実験研究は大いなる仮定，または条件の抽象がなされているものであ

り，厳正な批判が加えらるべきである。ともあれ，現段階において一応これらの実験結果

の適用を試みた。

欄鎌　From　th’　ese　experimental　results，　there　3eems　to　be，strong

possibility　that　globule，　dusty　or　lattice－shaped　chalcopyrite　in

sphalerite　is　formed　by　unmix三ng　of　their　solid　so1utions，　at　temp－

eratures　frorn　400°C　to　350°C．
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他方・灰皿石は石英・硫化鉱物。氷長石等と窃接なる共生関係を矛す。柘榴石。透輝石

等のスカルン鉱物には件なわない。

　従つて，おもなる鉱物である灰重石は高温性のスヵルン型より，それより低温の性石英

脈型へと連続して晶出したもので効，接角験醐より熱フ闘にかけての産動であると思

われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓼考　文　献

（1）添田晶，1舶県玖珂郡高綴町北方の地質及び鉱床　　　　　　　　広島交理大卒論　19δ0

（2）・1・島丈児・伽木伝一・1寿螺玖珂醐融鉱鮒近の地質　地質雑・・至。56，P．1，王9δ1

（3）・琳貞一・畔肪地質誌　　繍・中灘紡　　　　　　朝禽齢1951
（4）　（5）　　ノj、毒語丈」IE己．隅1オ寸瀧！≡≡　：　禿卯り1謡包方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ建1質巡撒行案内亨圭1ご　　1952

（6）岡村嚢彦・小島丈児：山口県徳山東北方に於ける薫郡変成岩類と領家変成岩類との関係に就いて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坦ll質染雄　vol．57，　p．342，ユ931

ωブ」藤武夫：新編鉱床地質学　　　　　　　　　　　　　　　　　霜｝山房1ga5

（8）　1　asa（》了sね三bas短　：Stu（董圭es　on　the　tuBgsten　mi　itexals　a琵6’t　he三r　genesl　s致◎m

　　　　　∫apan　a糞d　Korea．　　北大紀要　Sef｛es斑，　Geo王．＆M泌．，　v鍼。　W，　P．261，1950

〈g）W．H．　E　mmolls；Princψ1e忌of　Economic　Geology　1940

（10）A。Sugaki鋤d　N．　Yamae；Thermal　Study　o：｝the　hitergrowth　of　ChalcoPyrit¢

　　　　　and　Sphalerite．　　　　　　　　　　　　芽釧ピ六ご韮里オ斗幸艮皆　　Ser五es　皿，vol．4，　1952

　　　　Ge◎董◎gy　and　Schee胱e　Dep◎sit　i稔the　E登vir◎ns　of　K縫wa蓑e－

　　　　　　　　　m雛a，Kuga－£斑｝，　Yamaggchi－prefec撫re　Japa琵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hideharu　KASHIWAGI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　This　district　is王ocate（i　at　the　eastern　part◎f　Yamaguchi－prefecture，　a鷺d

is　ge◎王◇9乏ca至玉y　si撫ated　be亡wee登雛o　Sa難9縫難一瓢o重◎y麗｝a　Metamoτ轟c　zone　a難d

the　Ry◇ke　o就㊧r　z磯e，　the　1atter　of　which　is　characterized　by　ba澱ded　chert

aコdslate．　Characteristic　featura　of　the　Sangun・Motoyama　metamorphlc　zone

ma！nly　composed　of　crystalline　schists　is　represented　by　monoclina1＄truct一
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ure，　while　the　Ryoke　outer　zone　is　highly　disturbed　by　foヱdlng，　axiai　trend

6f　which　coincides　with　the　general　Iineaしion（N80°W）．、The　two　geolo驚ic

formation3　mentioned　above　aτ’e　demarcated　along　a　zone　of　br¢ccia。bearing

・hea・・slat・・’ 翻滅圭・鱒舳詠i籍d・bfもreb・ta3幽・f、　spind1e－shap・．　A1th・ugh

亡hese　shear．　siates　may◎fte轟bg　regarded　a3亡h3　derivat三ve3　fro覆asつrt◎f

cong三〇merate，　it　seems　tha七亡hey　sho矯三d　be　interpreted亡◎hav／e’been　for魚ed

th…gh・b・a・i・g　a・ti・ぬ・Ex・・ρti・9・the　sh・4・・si・t・・th…aaf・f’ivi　ki・d・・f

・・ck　typ・・su・h　a・che・t・・bt・，＄・・d・t・h・，1im・gt・ne　and　P・・phy・it・in免

the　district；　…　　　　　　．幽　　　・　　　’　　　　　　　　　　¶　　’　　　　、．・・　　’　、　『＼

Th軸aで・蜘y・・慮it・d・p。・it・whi・h　a・e・．与ccQ・di頁9⑩th・・脚d・・f

－rra・ce 岬聯驚6・｝c－rd3t三㈱・f　ce・ta1・　mindra1s・Clar・・ifie，d、i騨he

f・三1・噸9癖・9王a・s・・1…i・齢露麟・・veiR；typ・，　the　eth・・　the　＄kain－ty－

pe．　The　pr6sさnce　bfthe　d琶posits　i3・genera王1y　coztfined　in亡ムe　s縫rr◎und圭ngs

・f・唾中ip、1i岬φ・．『wh・・ρ’ゆ・wev・r・・nly⑳s・・f　t恥ka・h－type

can　be　fou血dl　While　also　in　t痘e　bas30£quart之一鴨in’the　amount　of　sbheelite

increa3eS；　with　approaching　to　lime3tope．　Scheelite　’ ofteri　paragenize3・ct63ely

舳q蝋滋a即d穿！a・i3！漁・q・御v・i吻p・・R・n・ha・d　a・d　witゆ・・t・・

・d・三a・i・，かy蜘tit・aρd職韮金嘩三曲ska・・－typ…th繍er・Thb　miR・・al

in　que・ゆまゆ合Hev・d　t・漉b・e職P舳c・d　w圭亡h董紬・職合．f・・m

pneum容t6磁g・t・hydr・th・rma1・t・ge．

　　It　seem＄that’th6　app6arance　of　the　deposits　ha3　an　intimate　relaちめnship

with・曲嘩・・1・gic　st・u’・鱒・since　t聴・y　a…a・il1・・t・at・d　in．th・・9・・－

1・91ca晦p・d量st「ibgted瓢e「ρ1y　a1°ng　a閃ゆ1inal　axis・

9

，

1
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山口縣玖珂郡桑根村付近地質図
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